
日
本
共
産
党
山
形
県
委

員
会
と
鶴
岡
地
区
委
員
会

は
２
日
、

月
の
鶴
岡
市
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長
選
挙
に
出
馬
を
予
定
し

て
い
る
皆
川
お
さ
む
氏
を

支
援
す
る
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
提
起
し

た
基
本
的
政
策
に
対
し

て
、
皆
川
氏
が
理
解
を
示

し
、
共
同
す
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
が
提
起
し

た
基
本
的
な
政
策
は
次
の

と
お
り
で
す
。

１
．
農
林
水
産
業
、
地
元

企
業
・
協
同
組
合
な
ど
を

地
域
経
済
の
基
盤
と
し
て

重
視
し
、
地
域
内
の
経
済

循
環
を
豊
か
に
す
る
経
済

政
策
を
進
め
る
。
家
族
経

営
・
中
山
間
地
農
業
を
大

切
に
し
、
農
林
水
産
業
に

関
連
す
る
生
産
額
の
拡
大

と
所
得
の
向
上
を
図
る
。

２
．
市
民
の
命
と
暮
ら
し

を
守
る
包
括
的
な
医
療
・

介
護
・
福
祉
体
制
構
築

を
、
市
民
の
負
担
軽
減
に

努
め
な
が
ら
推
進
す
る
。

３
．
経
済
的
負
担
の
軽
減

な
ど
子
育
て
を
支
援
し
、

子
ど
も
が
生
き
生
き
と
学

び
、
将
来
に
希
望
を
持
て

る
施
策
の
充
実
に
努
め

る
。

４
．
災
害
に
強
い
町
づ
く

り
を
進
め
る
。

５
．
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
市
民
・
地
元
組
織
に

よ
る
地
域
産
業
と
し
て
発

展
さ
せ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
を
高
め
、
原
発
に
依

存
し
な
い
社
会
を
め
ざ

す
。

６
．
合
併
が
も
た
ら
し
た

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
直

視
し
、
旧
町
村
に
予
算
と

権
限
を
充
て
、
地
域
振
興

を
図
る
。
近
隣
自
治
体
と

は
、
対
等
平
等
、
相
互
協

力
の
関
係
を
構
築
す
る
。

７
．
慶
応
大
学
先
端
生
命

科
学
研
究
所
の
支
援
に
つ

い
て
、
地
域
経
済
振
興
と

雇
用
拡
大
と
い
う
当
初
の

目
的
に
照
ら
し
て
政
策
評

価
を
お
こ
な
い
、
今
後
の

あ
り
方
を
改
め
て
検
討
し

て
い
く
。

８
．
政
策
検
討
段
階
か
ら

市
民
に
情
報
を
公
開
し
、

真
の
市
民
参
加
の
仕
組
み

で
議
論
を
尽
く
し
、
公
平

・
公
正
な
意
志
決
定
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

地
域
づ
く
り
の
た
め
の
市

民
の
自
主
的
活
動
、
協
同

組
合
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
非
営

利
で
地
域
貢
献
に
資
す
る

組
織
の
役
割
を
重
視
す

る
。

９
．
現
行
憲
法
九
条
の
理

念
に
基
づ
い
て
、
戦
争
体

験
の
継
承
と
平
和
の
大
切

さ
を
語
り
広
げ
、
外
国
と

も
平
和
・
友
好
の
輪
を
広

げ
る
。
平
和
な
鶴
岡
を
将

来
世
代
に
手
渡
す
た
め
に

努
力
す
る
。

．
非
正
規
雇
用
の
拡
大

10や
社
会
保
障
縮
減
な
ど
、

国
の
施
策
が
結
果
と
し
て

格
差
と
貧
困
の
拡
大
を
も

た
ら
す
中
で
、
市
民
の
く

ら
し
を
守
る
観
点
か
ら
の

施
策
の
実
現
に
全
力
を
尽

く
す
。
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２４－５９３５
加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１
菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４
坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３
山 田 守
宝田1-9-1-31
２３－６５４８
長谷川 剛
日枝坂本43-10
２４－１６５２

中
学
受
験
競
争
も
た
ら
す
、
鶴
南
の
中
高
一
貫
化

旧
町
村
地
区
か
ら
の
子
育
て
世
代
の

流
出
の
動
き
も
加
速
さ
せ
、
何
よ
り
子

ど
も
自
身
が
、
小
学
生
か
ら
受
験
に
追

わ
れ
、
中
学
か
ら
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
弊
害
は
、
大
学
受
験
で
地

域
の
ト
ッ
プ
に
位
置
す
る
高
校
を
中
高

一
貫
校
に
し
た
場
合
に
特
に
強
く
な
る

と
言
い
ま
す
。
鶴
岡
で
言
え
ば
、
鶴
岡

南
高
校
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
先
端
研
の
研
究
者
が
、
鶴
岡
に
流

入
・
定
着
す
る
た
め
に
も
必
要
」
な
ど

と
し
て
、
進
学
型
の
一
貫
校
設
置
を
県

に
要
望
す
る
鶴
岡
市
の
教
育
理
念
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。
（
県
議

関

徹
）

今
年
度
中
に
検
討
さ
れ
る
、
庄
内
地

区
へ
の
中
高
一
貫
校
の
設
置
に
つ
い

て
、
６
月
議
会
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。

中
高
一
貫
教
育
は
、
「
６
年
間
の
計

画
的
・
継
続
的
な
指
導
に
よ
り
、
生
徒

の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
伸
ば
す
。
選

択
の
幅
を
広
げ
る
」
な
ど
を
掲
げ
て
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
地
で
受
験
競
争

の
低
年
齢
化
が
発
生
、
し
か
も
、
受
験

対
策
は
高
校
受
験
以
上
に
、
経
済
力
な

ど
家
庭
環
境
が
左
右
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

の
多
い
学
力
の
高
い
生
徒
が
中
高
一
貫

中
学
に
行
っ
て
し
ま
う
た
め
、
既
存
の

中
学
校
と
格
差
も
生
ま
れ
ま
す
。

共謀罪が施行された１１日、昼休み抗議市

民集会が市役所前でおこなわれました

第
３
回
全
国
メ
ロ
ン
サ

ミ
ッ
ト
が
８
日
、
９
日
の

２
日
間
、
本
市
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
に
は
全
国
の

メ
ロ
ン
産
地

自
治
体
を
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始
め
、
農
協
や
生
産
者
、

市
場
等
の
関
係
者
が
参
加

し
、
メ
ロ
ン
の
魅
力
向
上
、

消
費
拡
大
な
ど
を
産
地
一

丸
で
努
め
る
と
し
た
「
メ

ロ
ン
産
地
共
同
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ミ
ッ
ト
に

参
加
し
た
菅
井
巌
市
議

に
、
農
協
関
係
者
か
ら
「
５

月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に

か
け
て
の
天
候
不
良
・
低

温
で
、
露
地
栽
培
メ
ロ
ン

や
、
枝
豆
も
収
量
減
に
な

る
の
で
は
」
と
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。



問

契
約
者
（
親
）
の
死

亡
に
よ
り
、
市
営
住
宅
か

ら
退
去
を
求
め
ら
れ
て
い

る
姉
妹
が
い
る
。
平
成
17

年
に
国
の
制
度
見
直
し
に

よ
っ
て
、
契
約
承
継
の
対

象
が
「
入
居
名
義
人
の
同

居
親
族
」
か
ら
「
同
居
者

で
あ
る
配
偶
者
。
及
び
高

齢
者
、
障
害
者
な
ど
で
、

特
に
居
住
の
安
定
を
図
る

必
要
が
あ
る
者
」
と
変
わ

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

姉
妹
の
所
得
状
況
は
市

営
住
宅
の
申
し
込
み
資
格

以
下
の
低
所
得
の
水
準
だ

っ
た
が
、
仕
方
な
く
民
間

の
ア
パ
ー
ト
に
転
居
。

し
か
し
、
原
状
回
復
が

完
了
し
な
い
と
退
去
の
扱

い
に
は
な
ら
ず
、
「
住
ん

で
い
な
い
」
に
も
関
わ
ら

ず
、
市
営
住
宅
の
家
賃
が

発
生
。
転
居
先
ア
パ
ー
ト

家
賃
と
の
二
重
家
賃
に
苦

し
ん
で
い
る
。

市
営
住
宅
の
原
状
回
復

費
用
に
生
活
福
祉
資
金
貸

付
制
度
の
活
用
を
検
討
し

て
い
る
が
、
費
用
の
捻
出
、

借
り
入
れ
計
画
が
立
て
ら

れ
ず
い
る
。

特
段
の
理
由
が
あ
る
困

難
者
に
対
し
て
、
原
状
回

復
が
完
了
す
る
ま
で
の
家

賃
免
除
が
で
き
な
い
の

か
。
原
状
回
復
費
用
が
高

額
で
、
特
に
借
入
計
画
が

困
難
な
方
の
相
談
支
援
策

の
考
え
は
。

建
設
部
長

家
賃
等
の
減

免
に
関
す
る
規
定
が
あ

り
、
該
当
す
る
場
合
を
除

き
減
免
は
で
き
な
い
。
紹

介
さ
れ
た
事
例
は
減
免
の

対
象
外
。
原
状
回
復
費
用

に
つ
い
て
は
、
連
帯
保
証

人
や
親
族
へ
の
支
援
依

頼
、
社
会
福
祉
協
議
会
で

実
施
し
て
い
る
生
活
福
祉

貸
付
金
制
度
の
紹
介
な
ど

を
し
な
が
ら
問
題
解
決
を

図
っ
て
い
る
。

問

公
営
住
宅
は
住
宅
困

窮
者
の
た
め
の
制
度
。
負

の
連
鎖
を
増
幅
さ
せ
て
は

い
け
な
い
。
こ
う
し
た
事

例
や
、
地
方
の
公
営
住
宅

の
問
題
を
国
や
国
交
省
に

届
け
る
べ
き
。

建
設
部
長

平
成

年
度
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に
国
に
お
い
て
公
営
住
宅

の
管
理
面
に
お
け
る
課
題

等
に
対
す
る
実
態
調
査
が

行
わ
れ
て
お
り
、
情
報
収

集
の
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
事
業
運
営
上
、
疑
義

が
生
じ
た
際
は
県
を
通
し

て
国
等
へ
の
照
会
を
行
い

な
が
ら
適
切
な
事
務
に
努

め
て
い
る
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
7月6日入札分

・区画線設置工事（切添町地内ほか）（入札4業者）
(有)矢島交安システム 2,450,000円（2,702,000円）工期～9/8（落札率90.67％）
・木野俣線道路改良工事(2工区)（入札2業者うち1業者辞退）
(株)マルゴ 32,300,000円（32,398,000円）工期～12/27（落札率99.70％）
・藤沢6号線測量業務（藤沢地内）（入札12業者）
(株)鈴木久測量設計事務所 1,200,000円（1,290,000円）

期間～9/11（落札率93.02％）
・谷定6号線測量業務（谷定地内）（入札12業者）
(有)アルファ設計 1,400,000円（1,475,000円)期間～9/11（落札率94.92％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
7月6日入札分

・旧鶴岡市ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗｻﾞｾﾝﾄﾙ改修工事（本町一丁目7番65）（入札9業者）
(株)五十嵐建業 13,000,000円（13,420,000円）工期～9/29（落札率96.87％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月5日入札分

・鶴岡市公共下水道事業 汚水1Ｉ049～051－2号新設工事（湯田川地内）
（入札13業者うち1業者辞退）
(有)諏訪建設 22,220,000円（23,034,000円）工期～12/22（落札率96.47％）

7月4日入札分
・市浄化槽事業 温海地区浄化槽設置工事(第２工区)（越沢地内）
中止

水道課入札結果（ ）内は予定価格
7月5日入札分

・宝田三丁目地内径150粍配水管仮設工事（宝田三丁目地内）（入札3業者）
東洋空調工業(株) 4,450,000円（4,970,000円）工期～9/22（落札率89.54％）

7月4日入札分
・日枝、海老島町地内径150・100粍配水管移設工事（日枝、海老島町
地内）（入札4業者うち1業者辞退）
松田工業(株) 19,880,000円（21,080,000円）工期～30/3/23（落札率94.31％）

６
月

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
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で
、
日
本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
①
市
営
住
宅
、
②

ご
み
最
終
処
分
場
建
設
予
定
地
・
大
荒
養
豚
場
跡
地
に

つ
い
て
、
市
当
局
の
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

市
営
住
宅
「
二
重
家
賃
」
免
除
で
き
な
い
か

問

大
荒
の
候
補
地
取
り

下
げ
と
、
他
の
候
補
地
の

再
考
を
求
め
る
署
名
１
６

０
０
人
分
が
提
出
さ
れ

た
。
上
郷
地
区
の
有
権
者

の
約
４
割
が
署
名
さ
れ
て

い
る
。
流
域
の
農
事
組
合

法
人
が
「
学
校
・
保
育
園

給
食
、
産
直
な
ど
で
水
源

地
の
環
境
破
壊
や
、
風
評

被
害
な
ど
影
響
が
心
配
さ

れ
る
」
と
し
て
要
請
を
し

て
い
る
。
「
市
長
に
伝
え

る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、

ど
の
様
に
伝
わ
っ
て
い
る

か
。
市
長
は
直
接
、
市
民

や
関
係
者
と
対
話
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

市
民
部
長

市
と
し
て
は

法
律
に
則
り
、
環
境
保
全

に
配
慮
し
な
が
ら
最
終
処

分
場
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
住
民
と
の
合
意
形
成

を
し
て
参
り
た
い
。

地
元
か
ら「
ご
み
ベ
ル
ト
地
帯
に
な
る
」
の
声

「
申
入
書
」
や
「
署
名
」

に
つ
い
て
は
、
市
長
へ
の

報
告
は
も
ち
ろ
ん
、
関
係

部
局
と
の
情
報
共
有
を
行

い
真
摯
に
受
け
止
め
て
い

る
。
引
き
続
き
丁
寧
に
説

明
会
や
先
進
地
視
察
等
を

重
ね
て
実
施
す
る
。

問

候
補
地
と
し
て
現
地

調
査
を
さ
れ
た
８
ヵ
所

で
、
大
荒
以
外
は
過
去
に

候
補
地
と
し
て
調
査
が
行

わ
れ
た
所
ば
か
り
で
、
う

ち
３
ヶ
所
は
「
地
元
住
民

の
反
対
意
見
で
不
調
」
と

さ
れ
た
場
所
だ
。
そ
れ
ら

の
不
調
の
判
断
は
ど
の
様

な
基
準
で
さ
れ
た
の
か
。

市
民
部
長

候
補
地
の
比

較
検
討
は
、
適
性
に
つ
い

て
比
較
し
た
も
の
で
あ

り
、
「
不
調
」
と
な
っ
た

こ
と
は
考
慮
し
て
い
な

い
。

年
以
上
前
の
記
録
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で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不
調

の
判
断
基
準
に
つ
い
て
記

録
が
残
っ
て
い
な
い
。

問

地
元
を
二
分
し
、
自

治
会
と
し
て
も
協
議
題
に

で
き
な
い
実
態
や
、
反
対

す
る
声
を
課
題
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
か
。

市
民
部
長

大
荒
自
治
会

に
は
平
成

年
度
か
ら
数

27

回
の
説
明
会
を
実
施
し
、

自
治
会
で
は
戸
別
訪
問
に

よ
る
意
向
調
査
も
実
施
し

て
い
る
。
説
明
会
も
実
施

す
る
中
で
、
一
部
に
ご
理

解
い
た
だ
け
な
い
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
、

そ
う
し
た
事
を
課
題
と
し

て
捉
え
、
今
後
も
施
設
の

必
要
性
、
安
全
性
な
ど
に

つ
い
て
継
続
し
て
説
明
を

行
う
。

問

地
元
か
ら
は
、
「
民

間
の
産
業
廃
棄
物
処
理
も

含
め
関
連
施
設
が
上
郷
に

な
ぜ
集
中
す
る
の
か
」「
ご

み
ベ
ル
ト
地
帯
に
な
る
」

な
ど
、
不
安
と
不
満
の
声

が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
将

来
に
わ
た
っ
て
同
様
の
や

り
方
で
ゆ
く
と
、
上
郷
地

域
や
そ
の
周
辺
が
有
力
な

適
地
と
さ
れ
る
可
能
性
が

高
い
の
か
。

市
民
部
長

将
来
に
わ
た

っ
て
の
選
定
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
具
体
的

な
手
法
を
検
討
し
て
い
な

い
た
め
、
答
弁
し
か
ね
る
。

廃
棄
物
処
理
技
術
の
進
歩

に
よ
り
、
処
理
状
況
も
変

わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
一
概
に
ど
の

地
域
が
候
補
地
の
可
能
性

が
高
い
か
に
つ
い
て
は
判

断
し
か
ね
る
。


